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＜連絡事項＞
・第５回院内研修が下記の日程で開催されますので、参加して下さい。事前に出欠の入力を各自で行って下さい。（入力先：みんなの書類フォルダー⇒委員会⇒病院委員会⇒教育委員会⇒2019年度教育委員会⇒2019院内研修⇒第5回院内研修⇒院内研修出欠表）

日　時：10月8日（火）、9日（水）17:30～18:30

　場　所：メンタル３階会議室

テーマ：｢精神保健・障害者総合支援法（行動制限）｣

　講　師：西舘　翔子(青南病院　精神保健福祉士)
・青南病院の防火管理者が神ＴＯＬへ変更となります。緊急連絡の際には間違えない様、　　
　注意して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・巴　勇樹様～現金900円、洗濯洗剤、綿棒の差し入れあり。洗剤、綿棒は本人へ渡しています。10/12（土）10：00～15：00まで外出希望あり、申請済です。
・山下　幸子様～10/1より、計画相談員が中野渡氏から晴山氏に変更になった為、本日面会に来られています。やまばと寮スタッフへ洗濯代差し入れの依頼をしていましたが、10/15の年金入金までに使える額が現時点で500円しかないとの事で、500円だけ差し入れあります。
・三上　勇様～介護保険認定調査の結果通知書を本人へ渡しています。

・十日市　利喜様～ピコスルファートＮａ内用液（0.75）10mlが２本処方となっています。
・成田　富士子様～継続指示薬（不安・不穏時）ロラゼパム（0.5）20Ｔ処方となっています。
・飯田　修子様～ＰＬ配合顆粒が１日３回毎食後で２日分処方となっています。
・松川　久雄様～ＰＬ配合顆粒が１日３回毎食後で２日分処方となっています。
＜皮膚科診察＞

・三上　勇様～同内容で処置継続の指示あり。デルモゾールＤＰ軟膏２本、ケルガー液１本処方となる。
・佐々木　淳様～両臀部に皮膚肥厚あり。落屑、暗褐色式沈、掻痒感も見られており、慢性湿疹の診断あり。デルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示あり、１本処方となる。他、同内容で処置継続の指示あり。
・小田　タネ様～次週より、１回/２週の診察で良いとの事。

・大上　なみ様～臀部に皮膚肥厚、落屑、掻痒感見られ、慢性湿疹の診断あり。デルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示あり、1本処方となる。他、同内容で処置継続の指示あり。
・齋藤　光枝様～同内容で処置継続。軟膏が無くなり次第、処置終了の指示あり。

・菅野　勝利様～4日朝食時より、副食をキザミから粗キザミへ食事形態変更しています。摂取症状の確認をお願いします。
・原　吉郎様～4日朝食時より、副食を極キザミからキザミへ食事形態変更しています。
＜要注目患者様＞
・成田　富士子様～本日昼、継続指示薬（不安・不穏時）ロラゼパム服用されています。理由については、レストランへ行く際、階段で小笠原　文人様にわざと押す様にぶつかられ、それが嫌だったと話しています。相手がそのつもりがなくても過敏に反応してしまう事がある為、適宜介入しながらトラブルに注意していきましょう。血糖は朝：123㎎/dl、昼：138㎎/dlと落ち着いていましたが、14：40不調訴えあり、61㎎/dlの為、おやつの時間を早めて摂って頂いています。その後は229㎎/dlまで改善しています。
・小笠原　文人様～呂律不良や独語、踊り出す等の奇異行動見られていますが、易怒性・興奮はなく経過。昨夜はリハビリパンツを着用せず休んでおり、今朝尿失禁見られています。レストランへ行く際、成田　富士子様に怒られたとの事。移動中に限らず他者を押す等の行動はしない様注意していますが、本人はしていないと話されています。気分の高揚により、無意識に他者とトラブルとなる可能性高い為、注意していきましょう。
・飯田　修子様～外出に関する要求は頻回に聞かれていますが、まずは自分の体調を整える様説明すると、納得されています。本日の作業療法も風邪を理由に不参加ですが、その他の日課は問題なく取り組まれています。
＜安ヶ平Ｄｒ診察＞
・中川原　義雄様～「時々頭がモヤ―ッとする。」と本人から訴えあり。次回定期より、バルプロ酸Ｎａ徐放Ｂ錠（200）４Ｔ→２Ｔ、ビペリデン塩酸塩錠（１）４Ｔ→２Ｔへ減薬となっています。
・滝田　英人様～夜間の独語が大きく、他者からもクレームがある為、薬剤調整を考える
も、本人から「しないでくれ！」と訴えあり、処方の変更はありません。
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・佐々木　淳様～以前よりも歩行の不安定さありますが、大きな転倒等ない為、薬剤調整せず経過を見るとの事です。
